


    
    


    




    モザイク
    「モザイク」　シロガネユキ　　


　　天才科学者バルド氏は、ついに世紀の大発明を成し遂げた。その名もモザイクドラック。


　　これを服用すると、見たくないものにモザイクを掛ける事ができるのである。

　　博士は早速、この完成品を口に入れた。とその時、研究室の扉が開き、彼の妻である、マリアンヌが入ってきた。

　

　　博士は彼女の顔を見た。彼女の顔と体にはモザイクが掛かっている。

　

　　やった、成功だ。博士はそう思った。博士は彼女の事を愛していたが、最近の彼女の容姿はどうしても受け入れがたいものがあった。

　　結婚当初は痩せ型で美しかった彼女の体型も、今やトドのような太りよう。性格も料理も言う事なしの妻だったので、どうしてもこの薬を完成させて彼女にモザイクを掛けたかったのである。

　　これで彼女を本気で愛する事が出来る。彼はそう思いながら、幸せを噛み締めていた。

　　翌日、彼の妻である天才料理研究家のマリアンヌは、自宅のキッチンで新メニュー、モザイククックを発明した。この料理を食べると、嫌なものにモザイクを掛ける事が出来るのだ。彼女はこっそりそれを口にし、バルド氏の姿にモザイクを掛けていた。

　　彼女もまた、彼の容姿だけが気にくわなかったのである。

　　結婚当初は筋肉質で体格のよかった夫も、歳を重ね、研究を重ねるうちに貧弱で頼りない体型になっていた。彼女は彼の性格や頭脳には惚れていたが、外見だけは受け入れられなかったのである。

　　――こうして一組の老夫婦は幸せな余生をおくりましたとさ。


　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了
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